
【調査対象】２２９人

足立区に住所があり精神科病棟（全国）に１年以上の長期入院者４８３人の

うち、足立区内の病院に入院している入院者

（いずれもReMHRAD地域精神保健医療福祉社会資源分析データベース

（2021.6.30時点）

【回答者】 １６２人
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疾患名（複数回答）

・統合失調症が最多（117人）

・認知症（25人）

資料３－２長期入院者への調査について

・65歳以上が62％

・50歳未満は9％
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入院期間 ・5年以上が42％

（10年以上が19％）
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ご本人の退院への気持ち ・強い意向 15％

（消極的な意向を合わ

せてもは28％）
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地域移行が困難な理由〔本人要因〕

（複数回答）

近いうち
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一定の条件

がそろえば

46％

退院困難

48%

地域移行の可能性
・48％が退院困難
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（施設含む）

夜間・休日の

相談先がない

協力者がいない 家族が拒否

地域移行が困難な理由〔環境要因〕

（複数回答）

困難な要因として、

・金銭管理の問題が

69人で最多

・精神の病状に加え、

身体症状も影響

・地域移行を支援す

るサポート資源が無

いこと課題


